


著作権の関係上、公表しません。



著作権の関係上、公表しません。



著作権の関係上、公表しません。



著作権の関係上、公表しません。



著作権の関係上、
公表しません。





正解・解答例 
 

教科・科目名 国語（前期日程試験：令和７年度） １／１ 問題番号 Ｋ２ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
人文社会科学部（法学科、経済学科） 

１ 
 

１００％ 

 

採点時の配点 

  １２０点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 

 
問１ （ア）秘匿 
   （イ）名誉 
   （ウ）多寡 
   （エ）戒 
   （オ）辛抱 
 
問２ 嫉妬という感情があっても容易に認めなかったり、嫉妬対象の価値を否 

定したりして他人に知られないようにすること。 
 
問３ 社会学的な見方では、行為者は自分の利益を最大化しようとする合理的 

な主体と捉えられ、モデル化されているが、嫉妬者は功利主義的な快楽計算 
にはしたがわず、自分が損をしてでも他人の不幸を願うから。 

 
問４ 嫉妬は、時や場所や年配、世の評判など、何らかの観点から嫉妬者に近し

い人物に向けられるものであり、比較可能でない相手には感じないから。 
 
問５ 他人の成功 
 
問６（解答例） 

高校の部活動でサッカー部の私は、毎日の厳しい練習に参加し続け、実力

をアピールして監督に認めてもらい、ついにレギュラーの座を獲得した。と

ころが、練習にあまり参加していなかった新入生も、足が速いという理由で

レギュラーに抜擢された。私がレギュラーから外されたわけではないが、努

力の積み重ねが無駄になった気がして、不利益を被ったように感じた。それ

ばかりかその新入生に辛く当たってしまいそうになった。この例から、相対

的剥奪とは、自分の利益が減らなくても、身近な他者との比較から不満を感

じることだと言える。また、剥奪感の解消について、個人の責任に帰する以

外の方法を集団として議論していく必要があると考えられる。（二九六字） 

 

    



（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 国語 （前期日程試験：令和７年度） 問題番号 K２ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
 人文社会科学部（法学科、経済学科） 

出題のねらい 

 
１ 現代的な評論文を読んで、基礎的な知識、文脈を把握する読解力、論理的
な思考力と基礎的表現力をみる。 

 
 
 

採 点 基 準 

（点数は120点

満点の場合） 

 
１ 配点１００％（１２０点） 
 
  問１ ２０点（４点×５） 

問２ ２０点 
  問３ ２０点 
  問４ １５点 
  問５ １０点 
  問６ ３５点 
 
 

 


